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町民の皆様の深いご理解とご協力によって、天塩町社会福祉協議会の運営や事業活動全般

が支えられていることに対し、衷心より感謝お礼申し上げます。

昨年発覚した天塩町社協の元職員の不祥事は、町民の皆様、本会事業にご協力いただいて

いる皆様、利用者やご家族、多くの関係者の本会に対する信頼を失墜させました。

特に、町の指定管理者として介護保険事業において、このような不祥事を起こし、町民の

信頼を損ねたことにたいして心からお詫びを申し上げます。

二度とこのような不祥事が起こらないよう、①管理体制の強化 ②法令順守の徹底 ③職

員の規範意識の向上 ④監査体制の強化 等の再発防止策を講じました。

役職員一丸となって町民皆様の信頼回復に努めてまいりますので、今後とも、天塩町社協

の事業に対するご理解とご協力をお願い申し上げます。

天塩町社会福祉協議会 会長 田村 彰

第１期天塩町地域福祉実践計画書（平成２５年度から平成２９年度）に基づき、基本目標の

達成を目指して４つの重点目標による分野別事業の遂行に向けて、５年計画の２年目事業に取

り組みます。

基本目標 「共に支え合う 安心して暮らせる まちづくり」

重点目標１ 「地域活動を通じて住民ニーズを把握し、その課題解決を図る仕組みづくり」

①小地域福祉活動（町内会）の活性化を図り、さらに関連する活動と融合を図ります。

②多様な福祉ネットワーク化を推進し、地域力を高めます。

③住民の声やニーズを把握し、課題・問題を共有する場をつくります。

④住民の課題や問題を解決する仕組みを地域で考えます。

重点目標２ 「多様な住民・福祉活動を積極的に促進して、

住民が共に支えあう地域福祉の仕組みづくり」

①住民が主体となった活動を積極的に支援します。

②住民の身近なところで、参加しやすい企画によって継続して参加を促します。

③住民が共に支えあう「共助」の精神を推進します。

④共同募金運動の趣旨を理解して、あたたかい街づくりを推進します。

重点目標３ 「住民が安心して暮らし続けるための

介護・福祉サービスの提供体制の仕組みづくり」

①地域に必要な福祉サービスの提供体制を確保します。

②要介護者に必要な介護サービスの提供体制を確保します。

③利用者本位で質の高いサービス提供を目指します。

平成２６年度 事業方針・事業計画

町民の皆様へ
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単位：円

《事業区分別事業費》
単位：円

介 護 保 険 等 収 入

経常活動による支出

計

金　　　額

経常活動による収入

金　　　額

759,000

1,800,000

320,997,000

246,750,000

20,000

324,000

414,000

32,000

7,597,000

科　　　目

会 費 収 入

寄 附 金 収 入

経常経費補助金収入

受 託 金 収 入

事 業 収 入

貸 付 金 事 業 等 収 入

共同募金配分金収入

4,562,000

21,456,000

35,448,000

250,000

300,000

1,285,000

386,000

法人運営事業

共同募金配分金事業

在宅介護等事業

指定管理者受託事業

24,621,000

1,285,000

2,975,000

2,001,000

2,088,000

愛情銀行事業

ボランティアのまちづくり事業

資金貸付事業

計

科　　　目

320,997,000

負 担 金 収 入

障害福祉サービス事業収入

雑 収 入

受取利息配当金収入

経理区分間繰入金収入

前期繰越金収入

264,348,000

地域福祉活動事業費

23,293,000

経理区分名 経理区分名 金　　　額金　　　額

事務費支出 40,072,000

人件費支出 206,200,000

7,597,000経理区分間繰入金支出

助成金支出 390,000

共同募金配分金事業費 1,285,000

貸付事業等支出 300,000

事業費支出 65,153,000

重点目標４「地域住民から必要とされるトータル福祉が確保できる社協を目指し

組織・人材・財源の基盤づくり」

①安定した組織運営をするために法人の機能強化を図ります。

②適切な運営体制を維持するために、資質の高い人材育成を図ります。

③公共性の高い社会福祉法人が安定経営できる財源基盤づくりに努めます。

④住民から信頼される社会福祉法人を目指して、計画性のある法人運営に努めます。

≪日常生活自立支援事業≫
今年度から北海道社会福祉協議会が実施主体である「日常生活自立支援事業」の業務の一

部を受託します。

高齢者等が心身の機能が低下すると自分で福祉サービス利用手続きや金銭管理が出来なく

なり、地域（在宅）で生活することが困難になります。

「日常生活自立支援事業」はそのような状態になっても、地域(在宅)で住み続ける事が出

来るよう、福祉サービスの利用相談や手続き、利用料の支払い、日常生活に必要な金銭管理

等、一連の援助を一体的に行う事業です。

天塩町地域福祉実践計画では、「日常生活自立支援事業」から「成年後見制度（天塩町社

協が法人後見人等」までの包括的権利擁護システムを構想しており、今年度から「判断能力

が衰えても住み慣れた天塩町に住み続けたい」という高齢者の願いを実現するために体制整

備を進めます。

平成２６年度 事業予算
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443,700円

(順不同・敬称略)

20４,000円

(順不同・敬称略)

　賛助会員　

特別会員

水本みどり
神田　　悟

吉田　　梢

石山二実則
来生　一恵

長尾　美加
野崎　淳子
泊　　絢子

小林　美香
砂原みちる
渡辺みのる

藤田　一男
木原　将太
工藤　将法
小澤カツエ

下田嘉代恵

大澤　知佳
赤塚　　章

単位 ： 円

板宮　静子

25,800

24,000

19,200

20,100

15,600

18,000

17,400

更岸基線

3,300

2,700

1,800

1,800

4,800

1,800

5,700

11丁目

12丁目

みどり

かがやき

南町

川口基線

南川口

北川口

井上　照治

井上　教子
守山千加代
田所　紀子
田中真由巳

藤井真由美
黒田　孝子
真田　富子
佐藤　久子

寺本　清子

西井三代子
上田みゆき
河瀬　克英
加藤　智子

吉光　　恵

河瀬美智子

阿部　光子
沖村　節子
山崎　一栄
花田佐紀子

池端恵美子

山田多美子
川端　明子

清水目征晴

橋本　敬三
庄子　美穂
蓑島富美子
中井　百代
少数　育美
窪田有紀子
大谷ゆり子
塚本　房子

栗原　裕貴
斉藤　裕子
高橋　智美
佐藤千恵美
西畑　悦子
斉藤　秀子
深澤　栄子
佐々木絹代
小田原香澄

来田　　寛
岩渕　大介

稲垣　　満
澤田　　泰
太田　陽子

澤田　雅俊
村上　博之
高橋　　実
畠山　サキ
藤田　省三
小林サダ子
川内谷幹雄
守山　誠一
渋谷美智子

吉田　忠雄
長瀬　啓嗣

村井　　豊
守山　義昭
大垣　栄晃
下田　恵美
浅田　弘隆
米田　孝利
上林　哲也

廣川　圭子
武田　　明
天羽　友子
南條　幸男
今野　光子

吉田　俊雄
来田　守弘
田村　　彰
伊藤　　望
園田加代子
小林　　保
水上　宏志
横溝　　茂
村中　　力
鎌田　芳則

中村　和子
安斉由貴子
福士　研一
草刈　吉幸

渡部　　旭
水上　育子
渡部　弘子
来田チヤ子
桑田　久子

土門　和人

3,000

6,000

6,000

6,000

3,000

3,000

(株)石山組

(株)キタ調剤薬局天塩店

稚内信用金庫天塩支店

天塩自動車整備事業協同組合

天塩町農業協同組合

(有)サンフレンド

9,000

9,000

3,000

9,000

天塩町身体障がい者福祉協会

　114,000円

留萌北部森林組合

(有)くさかり

(株)ホッコウ

北海ビジネス(株)

来田　和雄

中村葬儀店

上田　健司

9,000

6,000

3,000

藤コンクリート(株)

砂原理容院

森川燃料店

北海実業株式会社

国奥商店

天塩商工会

新天塩石油(株)

西澤旅館

【1口1,000円】

3,000

3,0009,000

9,000

9,000

3,000

3,000

(株)天塩モータース

北海道銀行天塩支店

3,000

3,000

6,000

3,000

3,000

(有)小川建設工業

3,000

3,000

3,000

3,000

3,000

3,000

天塩ハイヤー(株)

海淵電気

丸は浜田畜産

高橋車輛整備工場

株式会社 瀬越組

(株)メイク

鹿児島建設(株)

9,000

新川

園田工業所

桑田海運(株)

(株)スガイ

宗谷岬牧場

天塩共同印刷企業組合

(株)チューオー

田中電機

6,000

6,000

6,000

23,700

北産士

中産士

西産士

北更岸

干拓

一般会員 単位 ： 円

15,000

12,000

2,100

4,500振老

30,000

13,500

26,100

3,300

34,200

6,000

5,400

5,100

4,800 泉源

更岸中央

更岸南

東産士

円山

雄信内

西雄信内

新成

男能富

６丁目

７丁目

8,100

3,300

3,000

2,400

18,900

1,800

1,800

作返

10丁目

１丁目

２丁目

３丁目

４丁目

５丁目

21,000

17,700

19,500

８丁目

９丁目

5,700

3,300

東雄信内

辰子丑

王　　君杰
高原　由香

山崎　茂子
棟方なつみ

平成２５年度社会福祉協議会 会費納入状況

社会福祉協議会が行う地域福祉活動にご賛同くださいました一般(世帯)会員、賛助(法人・企業)会

員、特別(個人)会員の皆様から寄せられました会費は、天塩町の地域福祉のため大切に使わせてい

ただきます。
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介護予防事業として毎週火曜日と木曜日に
老人福祉センターで行っている「健康麻雀
サロン」の第4回大会が、町内の愛好者を
交えて行われました。優勝の稲垣さんに、
トロフィーと賞品が手渡されました。おめ
でとうございます。

町内在住の伊東忠行様より、社会福祉協議会
へ「天塩町の社会福祉に役立ててほしい」と
高額寄付がありました。
ご厚志に添うよう大切に使わせていただきま
す。ありがとうございました。

天塩町内で工事作業を行っている堀松建設工業株
式会社（留萌市）より地域社会貢献として、特別
養護老人ホーム恵愛荘へ「おかゆ専用炊飯器」の
寄贈があり、社会福祉協議会 田村会長へ目録が渡
されました。
これまで、火加減を気にしながら調理を行ってい
たので、作業が軽減され効率よく調理することが
出来るようになります。施設利用者の皆さんへ美
味しい食事が提供できるよう大切に使わせていた
だきます。
ありがとうございました。

２月１２日、雄信内保育所で啓徳中学校生徒による除雪ボランティアが行われ、屋根
からの落雪により窓下にたまった固い雪を、見事な連携で作業は短時間で終了するこ
とが出来ました。
また、２月２４日には、天塩中学校生徒による除雪ボランティアが行われ、新川団地
の高齢者など除雪作業が困難な方たちの住居の窓下除雪を行ってくれました。

おかゆ専用炊飯器が寄贈されました

ほ っ と 情 報
社協のさまざまな行事やできごとをご紹介します。

除雪ボランティア活動

社会福祉のために高額寄付 健康麻雀サロン大会
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新サイズ ： Ａ３サイズ
　　花籠の模様入り

《香典返しの一部を》
様 様
様 様
様 様
様 様
様 様
様 様
様 様

資格：社会福祉士 資格：介護福祉士 
社会福祉主事

運転手・施設設備管理係

（現在の半分の大きさとなります）

松 村 渉 汰

法人管理課 施設課
介護員

施設課

宮 下 守
地域福祉活動支援専門員

杉 浦 ま ゆ み

武 田 則 幸
佐 藤 克 彦
佐 藤 房 子
川 田 繁 雄
斉 藤 陽
平 山 幸 男
石 山 治

千 葉 英 昭
栗 山 清 治
山 城 ア ヤ ノ
武 田 マ サ 子
高 柴 義 己
安 藤 ト ミ
伊 東 忠 行

４月１日より、次の方たちが職員となります。

地域の皆様のお役にたてるよう頑張りますのでよろしくお願いします。

平成25年度配分しました助成金の事業報告の時期

となりました。平成26年3月31日で終了しました

事業内容および収支報告についてご提出いただきま

すようお願い申し上げます。

◇ 提出書類内容 ◇

１．様式7－①精算（成果）報告書 1部

２．寄付者に向けたありがとうメッセージ 1部

３．各団体の事業報告書 1部

４． 〃 収支決算書 1部

◇ 提出期限 平成２６年５月３０日（金）

《お問合せ・提出先》

天塩町保健ふれあいセンター内

天塩町社会福祉協議会 共同募金委員会事務局

☎２－３２０１

～ 平成25年度共同募金助成金

配分を受けた団体の皆様へ ～

供花紙のサイズが変わります
御葬儀の際にご利用いただいております

供花紙につきまして、現在ご利用いただ

いている用紙が無くなり次第、下記のと

おり用紙サイズを変更させていただくこ

ととなりましたのでお知らせいたします。

平成２６年１月から平成２６年３月までに

ご寄附いただきました皆様です。

緊急医療情報キット

６５歳以上の独居の方や高

齢者世帯など見守りが必要

な世帯に対し、緊急時に迅

速な対応や処置ができるよ

うに連絡先、持病、服薬な

どの情報を記入し保管する

ための専用ケースを、歳末

たすけあい募金配分により

作製しました。

専用ケースの配布や情報の

記入など、地区民生委員や

各町内会の福祉委員、役場

保健師等関係機関と連携を

図り進めていきます。
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